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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、中国経済の減速が響いて、景気回復のうねりが生じるまでには

至りませんでした。日銀が平成27年10月１日に発表した９月短期経済観測調査では、大企業・製造業の業況判断指

数が、前回の６月調査と比べて３ポイント悪化するなど、中国減速に伴う世界市場の混乱を映した景況感が示され

ました。また、IMF（国際通貨基金）が10月に改訂した平成27年世界経済見通しでは、世界全体及び日本の成長率

は共に７月時点の予測より0.2ポイントの下方修正となりました。海外経済の不透明感が日本の企業経営に重くの

しかかるという構図が、より鮮明になってきました。

このような国内外の経済状況のもと、当社グループの製品は底堅いユーザーニーズに支えられたものの、二つの

事業譲渡が影響して当第２四半期連結累計期間における売上高は138億78百万円となり、前第２四半期連結累計期

間140億33百万円と比較すると1.1%の減収となりました。利益面では、営業利益は26億10百万円となり、同24億89

百万円と比較すると4.9%の増益、経常利益は26億79百万円となり、同25億47百万円と比較すると5.2%の増益、親会

社株主に帰属する四半期純利益は18億36百万円となり、同14億62百万円と比較すると25.6%の増益となりました。

減収になった主な要因は、当社子会社の日東工器－美進の株式を平成26年10月に譲渡、続いて、UNIVERSAL 

DRILLING & CUTTING EQUIPMENT LTD.の株式を平成27年３月に譲渡したことによるものであります。

 

事業のセグメント別の業績は、次のとおりです。

迅速流体継手事業は、国内の需要が堅調に推移したため、海外での需要減少分をカバーし、売上高は55億31百万

円（前第２四半期連結累計期間比4.3%の増収）となりました。利益面では、売上げの増加によってセグメント利益

は12億64百万円（同7.8%の増益）となりました。

機械工具事業は、国内は鋼材加工機・エアツール・消耗品の需要が堅調でありましたが、海外は前期に子会社２

社を譲渡したことによって売上げが減少しました。その結果、売上高は49億64百万円（同6.0%の減収）となりまし

た。利益面では、売上げの減少と生産体制再編による経費負担の増加によって、セグメント利益は８億55百万円

（同4.9%の減益）となりました。

リニア駆動ポンプ事業は、機器組込み用のポンプの販売は好調でありましたが健康機器の販売低迷の影響で、売

上高は22億51百万円（同4.2%の減収）となりました。利益面では、製品構成と減価償却費負担の減少によって、セ

グメント利益は３億55百万円（同0.1%の増益）となりました。

建築機器事業は、製品別にバラツキはありますが前年実績を上回り、売上高は11億30百万円（同3.1%の増収）と

なりました。利益面では経費削減や生産効率化によって、セグメント利益１億35百万円（同120.0%の増益）となり

ました。

 

海外売上高は、44億81百万円（前第２四半期連結累計期間比10.8%の減収）となり、海外売上高の連結売上高に

占める割合は32.3%となりました。海外売上高が減収になった主な要因は、海外子会社２社の譲渡によるもので

す。

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、553億９百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億42百万円

の増加となりました。

 資産の部では、流動資産は396億10百万円となり、前連結会計年度末と比較して14億54百万円の増加となりまし

た。これは主に有価証券の増加９億99百万円、受取手形及び売掛金の増加４億５百万円、商品及び製品の増加２億

34百万円、原材料及び貯蔵品の増加２億14百万円及び現金及び預金の減少５億16百万円等によるものであります。

 固定資産は、156億98百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億11百万円の減少となりました。これは主

に投資有価証券の減少１億74百万円及び有形固定資産の減少59百万円、繰延税金資産の増加95百万円等によるもの

であります。

 負債の部では流動負債は、37億20百万円となり、前連結会計年度末と比較して62百万円の増加となりました。こ

れは主に支払手形及び買掛金の増加３億74百万円及び未払法人税等の減少78百万円等であります。

 固定負債は、39億66百万円となり、前連結会計年度末と比較して82百万円の増加となりました。これは主に退職

給付に係る負債の増加１億９百万円等であります。

 純資産の部では、親会社株主に帰属する四半期純利益は、18億36百万円でしたが、配当金の支払い４億３百万円

があったため、利益剰余金は、14億32百万円の増加で433億40百万円となりました。またその他有価証券評価差額

金が１億27百万円の減少、為替換算調整勘定が53百万円の減少、退職給付に係る調整累計額が53百万円の減少等が

あったため純資産の部は、476億22百万円となり、前連結会計年度末と比較して11億98百万円の増加となりまし

た。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予測につきましては、平成27年５月７日の「平成27年３月期決算短信」で公表しました通期の連結業績

予想から変更ありません。

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  （会計方針の変更）

  （企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 21,904 21,387 

受取手形及び売掛金 6,917 7,322 

有価証券 3,000 3,999 

商品及び製品 3,084 3,318 

仕掛品 195 217 

原材料及び貯蔵品 1,675 1,890 

繰延税金資産 609 639 

その他 775 839 

貸倒引当金 △4 △4 

流動資産合計 38,156 39,610 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 10,731 10,744 

減価償却累計額 △4,653 △4,834 

建物及び構築物（純額） 6,078 5,909 

機械装置及び運搬具 3,070 3,081 

減価償却累計額 △2,078 △2,131 

機械装置及び運搬具（純額） 991 950 

工具、器具及び備品 6,495 6,563 

減価償却累計額 △5,820 △5,890 

工具、器具及び備品（純額） 675 673 

土地 3,880 3,879 

リース資産 1,229 1,087 

減価償却累計額 △457 △344 

リース資産（純額） 772 742 

建設仮勘定 155 337 

有形固定資産合計 12,553 12,493 

無形固定資産    

その他 95 93 

無形固定資産合計 95 93 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,094 1,920 

長期貸付金 100 87 

繰延税金資産 269 365 

その他 711 753 

貸倒引当金 △15 △15 

投資その他の資産合計 3,160 3,111 

固定資産合計 15,809 15,698 

資産合計 53,966 55,309 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 741 1,115 

リース債務 142 137 

未払法人税等 912 833 

賞与引当金 548 570 

役員賞与引当金 17 9 

その他 1,297 1,053 

流動負債合計 3,658 3,720 

固定負債    

リース債務 628 603 

退職給付に係る負債 2,279 2,389 

役員退職慰労引当金 300 292 

資産除去債務 11 11 

その他 662 668 

固定負債合計 3,883 3,966 

負債合計 7,542 7,687 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,850 1,850 

資本剰余金 1,925 1,925 

利益剰余金 41,907 43,340 

自己株式 △917 △917 

株主資本合計 44,766 46,198 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 850 722 

為替換算調整勘定 723 669 

退職給付に係る調整累計額 69 15 

その他の包括利益累計額合計 1,643 1,408 

非支配株主持分 14 14 

純資産合計 46,424 47,622 

負債純資産合計 53,966 55,309 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 14,033 13,878 

売上原価 7,152 6,857 

売上総利益 6,881 7,021 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 1,275 1,209 

賞与引当金繰入額 311 312 

退職給付費用 88 96 

役員退職慰労引当金繰入額 17 17 

販売促進費 354 432 

研究開発費 339 349 

その他 2,005 1,991 

販売費及び一般管理費合計 4,392 4,410 

営業利益 2,489 2,610 

営業外収益    

受取利息 30 31 

受取配当金 21 28 

受取家賃 19 19 

その他 46 44 

営業外収益合計 117 123 

営業外費用    

売上割引 43 45 

為替差損 6 5 

その他 9 2 

営業外費用合計 58 54 

経常利益 2,547 2,679 

特別利益    

事業譲渡益 36 - 

特別利益合計 36 - 

特別損失    

事業譲渡損失引当金繰入額 328 - 

特別損失合計 328 - 

税金等調整前四半期純利益 2,255 2,679 

法人税等 786 842 

四半期純利益 1,469 1,836 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,462 1,836 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,469 1,836 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 73 △127 

為替換算調整勘定 △118 △53 

退職給付に係る調整額 △1 △53 

その他の包括利益合計 △47 △234 

四半期包括利益 1,421 1,601 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,415 1,601 

非支配株主に係る四半期包括利益 6 0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,255 2,679 

減価償却費 567 523 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16 30 

事業譲渡損失引当金繰入額 328 - 

受取利息及び受取配当金 △51 △59 

売上債権の増減額（△は増加） △367 △418 

たな卸資産の増減額（△は増加） △125 △510 

仕入債務の増減額（△は減少） 386 391 

未払消費税等の増減額（△は減少） 38 △191 

その他 △29 △26 

小計 3,017 2,417 

利息及び配当金の受取額 49 57 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △945 △1,003 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,121 1,471 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △7,903 △6,716 

定期預金の払戻による収入 5,523 6,016 

有価証券の取得による支出 - △1,000 

有価証券の償還による収入 - 500 

有形固定資産の取得による支出 △214 △448 

その他 108 △54 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,486 △1,703 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △361 △402 

その他 △70 △70 

財務活動によるキャッシュ・フロー △431 △473 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45 5 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △842 △699 

現金及び現金同等物の期首残高 13,177 17,069 

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,334 16,370 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

迅速流体継
手 

機械工具 
リニア駆動
ポンプ 

建築機器 

売上高          

外部顧客への売上高 5,303 5,282 2,351 1,096 14,033 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － 

計 5,303 5,282 2,351 1,096 14,033 

セグメント利益 1,172 899 355 61 2,489 

 セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

迅速流体継
手 

機械工具 
リニア駆動
ポンプ 

建築機器 

売上高          

外部顧客への売上高 5,531 4,964 2,251 1,130 13,878 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － 

計 5,531 4,964 2,251 1,130 13,878 

セグメント利益 1,264 855 355 135 2,610 

 セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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